
県の分析シートを活用した
結果分析について

千葉県総合教育センター

全国学力・学習状況調査の活用に係る動画



結果分析に活用する３つの分析シート
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文部科学省による調査結果データ

教科・質問
分析シート

経年分析
シート

誤答分析
シート

県作成
分析ツール



3

①教科・質問分析シート

（例）
・全国と○ポイ
ント差がある

・記述式を…

（例）
・地域との連携は…

（例）
・記述式の無解
答をテストで
○％減らして
いく

・…

（例）
・授業で…

・

（例）
・ノート指導を
振り返って、
身についてい
るか…

・校内研修で
ノート指導に
ついて評価す
る…

（例）
・自己有用感が…

（例）
・全国、県と比
べて高得点

・図形の分野で
…

（例）
・全国より低い
が県とは…

・観察や実験の
方法が…

裏面には、
国立政策研究所
の解説資料や報
告書を参考に、
学校での分析内
容や改善方策、
検証方法等を書
き込む

表面 裏面

教科に関する調査の
領域別、問題形式別の結果

質問紙調査の領域別の回答状況
学校全体で検討する
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②経年分析シート

教科に関する調査の経年比較

質問紙の回答状況の経年比較

【経年比較】

「教科に関する調

査」と「質問調

査」について、今

年度調査を含め３

回分まで経年分

析可能

【裏面】

教科・質問分析

シートと同様に

、自校の調査結

果を分析し、改善

方策や検証方法

等を書き込んで

記録する

↓

校内研修を活用

し、職員全体で共

通理解を図ること

が大切

（例）
・全国との差が徐々に
ひらいている

・読むことが…

（例）
・地域との連携は…

（例）
・記述式の無解
答をテストで
○％減らして
いく

・…

（例）
・授業で…

・

（例）
・ノート指導を
振り返って、
身についてい
るか…

・校内研修で
ノート指導に
ついて評価す
る…

（例）
・年々上昇していて
今年度は全国を上回る
平均正答率であった

（例）
・自己有用感が…

裏面表面
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③誤答分析シート

①　課題の見られた設問：誤答の解答類型別反応率が高い ②　①で着目した解答類型とその誤答の原因

解答類型５の反応率が26.1％である。このように解答した児童は、「回転する角の大きさについ
ての命令を選ぶことができており、正三角形の角の大きさに着目できているが、回転する向きに
ついては右と記述しており、回転する角の大きさについては誤って60°と記述している」と考え
られる。

③　②にみられる課題、その課題を解決するために必要な力

本設問は、第３学年の二等辺三角形、正三角形などについて知り、作図などを通してそれらの関
係に次第に着目することや第４学年の角の大きさを回転の大きさとして捉えることなどの学習に
より、図形を構成する要素に着目し、図形の構成の仕方について考察して、改善することができ
る力が必要である。

④　③の力をつけるための指導方法、課題の改善方策、（いつ、どこで、どのような指導をするか。）

・正三角形の意味や性質を基に、コンピュータを用いて正三角形を作図するとき、正方形のプロ
グラムを基に作成した正三角形のプログラムについて見直し、改善する活動を行う。
・正三角形を作図できなかった場合には、試行錯誤しながら、回転する角の大きさを120°にす
る必要があることに気付き、その理由を説明する活動を行う。
・コンピュータを用いると、角の大きさを変えるだけですぐに図形を作図できるため、正三角形
を作図できた場合でも、それだけで終わるのではなく、回転する角の大きさを120°にした理由
について考えることができるようにする活動を行う。

⑤　④の実践をしてどうだったか。

・単元名「　　　　　」の○時で県総合教育センターウェブページに掲載されているプログラミ
ングの教材「　　」の多角形コースを使って作成させた。作成前に矢印の向きの確認や進行方向
からの角度を考えることを確認させた。迷っている児童には、補助線を引くとよいことをアドバ
イスした。作成後、順を追って回転する角の大きさを120°にした理由について説明させた
が・・・・

R05令和５年度全国学力・学習状況調査 誤答分析シート ○○〇立○○学校 教科 算数

④の実践をしてどうであったか、次はこのような指導をすると

よいなどがあれば書きます。

文部科学省発行の「解説資料」の「解答類型について」や、

「報告書」の「２．分析結果と課題」を参考に書きます。

文部科学省発行の「報告書」の「学習指導要領における領域・

内容」や「３．学習指導に当たって」を参考に書きます。

文部科学省発行の「報告書」の「３．学習指導に当たって」を参考

に書きます。

文部科学省から提供されたデータの中の「問題別（解答

類型）調査結果」のファイルから「誤答の解答類型別

反応率が高い設問」のデータをそのまま貼り付けます。

具体的には、誤答の解答類型別反応率が10％以上の

設問や、無解答の割合が高い設問を選びます。

正答

解答類型５(誤答)

への反応率(%)

本校 26.1

本県 12.7

全国 11.3

左側 右側

重要なのは
適切な設問の
選定です！

教科を選択

校内研修など学校全体で協議の上で
改善方策等を記入して作成完了

誤 答 分 析 に 適 切 な 設 問 を
選定し必要部分を貼り付け
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「誤答分析シート」の作成に係る適切な設問の設定

03 問題別（解答類型）調査結果 （R５：小学校サンプル）

正答

誤答への反応率

【解答類型２】  16.7％

目安として誤答への反応率が10％以上の解答類型に着目する



分析シートを活用した実践例
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結果提供後の活用

①「分析シート」の出力【教務主任】
・誤答分析シート：結果提供直後～
・分析ツールから作成する２つのシート：８月下旬～

管理職

②「分析シート」を活用した校内研修の企画【研究主任】 助言

全
職員

連携

③校内研修の実施【研究主任】
例）・「誤答分析シート」で、自校の課題、改善策の検討

・「経年分析シート」で、自校の研究の振り返り、改善策や研究主題の検討

④授業改善に向けた研究（指導案検討・校内相互参観など）

⑤実践の評価、さらなる改善の検討へ

教 委
・

教 育
事務所

指導
支援

概況報告
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国立教育政策研究所発行

解説資料                 報告書（授業アイデア例）

結果分析の際に役に立つ資料

国政研のホームページからダウンロードできます。（報告書は令和５年度のものです。）



○調査結果の分析をまとめ、学校現場で活用しやすい形で作成

○「授業改善」や「学校改善」に役立つ資料を掲載

※県総合教育センターwebページでダウンロード可能

結果分析の際に役に立つ資料

千葉県総合教育センターwebページ

https://www.ice.or.jp/nc/investigation/gakuryoku
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「全国学力・学習状況調査活用の手引き」の活用

https://www.ice.or.jp/nc/investigation/gakuryoku
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